
学術情報リテラシー教育を通した
図書館広報戦略

～東京学芸大学事例～

学術情報リテラシー教育担当者研修

大阪大学：平成19年10月10日（水）

ＮＩＩ：平成19年11月 7日（水）
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本日の内容

• 教員連携（教員への広報）
“全新入生を対象とした情報リテラシー教育支援”

に至るまでの経緯と支援内容

• 利用者への広報
情報リテラシー教育支援のなかでの広報

講習会講義資料のＷｅｂ公開

附属図書館報『ライぶらり』



3

東京学芸大学概要

• 教員養成系単科大学（国立大学法人）

• 附属学校数： １３

（小４、中４、高２、幼２、特別支援１）

• 学部生数： ５０７７ （教育系 2751）

（教養系 2326）

総学生数： 約６０００



4

東京学芸大学附属図書館概要

• 蔵書数： ８６４０８７冊 （和書 ６２６９９８）

（Ｈ１９．３．３１現在） （洋書 ２３７０８９）

• 一日平均入館者数： 平日 約２０００

土日祝日 約５５０

• 特色あるコレクション： 教科書

双六
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教員との連携による
全新入生を対象とした

情報リテラシー教育支援
に至るまでの経緯

• 情報リテラシー教育支援試行に向けて

• 情報リテラシー教育支援試行

• 情報リテラシー教育支援正式導入に向けて

• 平成19年度情報リテラシー教育支援
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情報リテラシー教育支援試行に向けて①

• 平成17年度以前

授業支援は個別の申込によるもののみ

平成16年度実績： 10クラス12コマ

平成17年度実績： 14クラス15コマ

• 2005/7/22
カリキュラム改訂実施検討委員会委員長宛

「情報リテラシー教育支援の導入の検討について
（依頼）」
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情報リテラシー教育支援試行に向けて②

• 2006/1/5
情報教育授業運営委員会委員長宛

「情報リテラシー教育支援の試行の検討について
（依頼）」

• 2006/4/6
平成18年度共通科目「情報処理」担当教員へe-

mailによる希望調査

全28クラス（教員23名）中、20クラス（16名）から希
望あり
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情報リテラシー教育支援試行

• 2006/5/8-6/30
図書館職員（平成18年度情報処理授業支援ＷＧ）

による情報リテラシー教育支援の試行

WGメンバー： 情報リテラシー係2名

学術情報部図書系係員5名

受講者数： 834名

1年生総数1267名の約3分の2
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情報リテラシー教育支援試行内容

I. 担当教員による授業開始

II. 図書館資料の紹介

III. 図書館ホームページの紹介

IV. 資料の探し方（検索実習含む）
i. OPACでの図書検索

ii. Webcatでの図書検索

iii. OPACでの雑誌検索

V. 他のデータベースの紹介

VI. アンケート

VII. 担当教員による授業終了
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情報リテラシー教育支援
正式導入に向けて①

• 2006/9/27
カリキュラム委員会委員長宛

「平成19年度における情報リテラシー教育支援の導

入の検討について（依頼）」

• 2006/12/6
第2回「「情報処理」の授業内容・教材のあり方等に

関するワーキング」において、前期の授業期の第二
週に行うというガイドライン内定
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情報リテラシー教育支援
正式導入に向けて②

• 2006/12/15
カリキュラム委員会委員長から附属図書館長宛

「「情報処理」の授業内容・教材のあり方等に関す
るワーキングメンバーの委嘱について（依頼）」

• 2006/12/21-2007/2/15
第4回から第10回の「「情報処理」の授業内容・教

材のあり方等に関するワーキング」に附属図書館か
ら情報サービス課情報リテラシー係長が参加
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情報リテラシー教育支援
正式導入に向けて③

• 2007/2/15
情報教育授業運営委員会

「「情報処理」の授業内容について」に

附属図書館による情報リテラシー教育支援が

「学術情報の検索と活用」として盛り込まれる。

内容は次スライドからのとおり



情報処理

©2007 東京学芸大学情報教育授業運営委員会

学術情報の検索と活用

② （附属図書館）



©2007 情報教育授業運営委員会

情報検索

必要性

データベースとインターネット

（従来の）データベースシステム

データベースシステムへのＷｅｂインタフェース

ＷＷＷ＝データベース

インターネット検索の基礎

検索エンジン（ロボット型とディレクトリ型）

情報の信憑性・信頼性



©2007 情報教育授業運営委員会

学術情報の基礎

印刷メディアと電子メディア

図書と雑誌

一次資料と二次資料

書誌情報と所在情報



©2007 情報教育授業運営委員会

データベース

選択方法

検索方法

キーワード検索

検索演算子（AND, OR, NOT）



©2007 情報教育授業運営委員会

情報の活用①

東京学芸大学附属図書館資料

ＯＰＡＣ

他機関資料

Ｗｅｂｃａｔ Ｐｌｕｓ（ＯＰＡＣから連続検索）



©2007 情報教育授業運営委員会

情報の活用②

論文情報

ＣｉＮｉｉ

その他の情報
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「「情報処理」の授業内容について」
（抜粋）①

• ねらいと目標（シラバス掲載事項）

本授業科目は、高度情報化社会における技術
の発展やそれに伴う社会の変化に対し、主体的
に対応できる能力と態度を育成することを目指し、
全学共通の基礎科目として設置された。また、本
授業科目は教育職員免許法上の必修科目「情報
機器の操作」に対応し、教員および社会を支える
一員として必要な情報機器の操作を題材とした
実習中心の授業形態をとる。（後略）
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「「情報処理」の授業内容について」
（抜粋）②

• 内容（シラバス掲載事項）
① オリエンテーション
② 学術情報の検索と活用
③ コンピュータの仕組み
④ 情報通信とインターネット
⑤ WWW と電子メール
⑥ 情報と社会
⑦ 文書作成
⑧ 表計算
⑨ 音と画像のディジタル表現
⑩ プレゼンテーション
⑪ ウェブページ作成と情報発信
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「「情報処理」の授業内容について」
（抜粋）③

• 授業スケジュール

内容①と②は第１回目および第２回目に実施し、
時間の変更はできません。その他の回について
は各担当教員の裁量で変更して頂いてかまいま
せん。但し、内容①～⑪全てを網羅する授業計
画にするようにお願いします。
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平成19年度情報リテラシー教育支援

• 2007/4/20-26
図書館職員（平成19年度情報処理授業支援ＷＧ）

による情報リテラシー教育支援

WGメンバー： 情報リテラシー係2名

学術情報部図書系係員4名

受講者数： 1204名 （未履修生含む）

1年生総数1195名
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平成19年度情報リテラシー教育支援

日程

各2クラス2,3,4,5限4月26日（木）

2クラス1限4月25日（水）

各2クラス1,3,4,5限4月24日（火）

各2クラス2,3,4,5限4月23日（月）

2クラス3限4月20日（金）
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平成19年度情報リテラシー教育支援

担当者・担当クラス数

28計

9情報リテラシー係長

9情報リテラシー係員

3相互利用係員

2学術ポータル係員

2学術資料係員2
3学術資料係員1

担当クラス数担当者
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平成19年度情報リテラシー教育支援

配布資料

「学術情報の検索と活用」（パワーポイント資料）

「実習課題」（各クラス共通）

「TIPS for LIBRARY ②図書・雑誌を探す」

「TIPS for LIBRARY ④学芸大OPACを使う」

「TIPS for LIBRARY ⑥ＣｉＮｉｉを使う」

「TIPS for LIBRARY ⑨学外の図書館を使う」

アンケート用紙

「実習課題解答」（これのみ授業終了後配布）
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情報リテラシー教育支援まとめ

• 1年生必修科目に支援

• 教員による「「情報処理」の授業内容・教材の
あり方等に関するワーキング」に附属図書館
員が正式メンバーとして参加 （教員連携）

• 情報教育授業運営委員会「「情報処理」の授
業内容について」に附属図書館による情報リ
テラシー教育支援が盛り込まれる
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情報リテラシー教育支援今後の課題

• 学生のレベルの差への対応

• 日程問題（1週間で全28クラス）

• ネットワーク・サーバ負荷
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情報リテラシー教育支援のなかでの広報

• 附属図書館利用方法

• 附属図書館ホームページ

• マイライブラリ

• 『TIPS for LIBRARY』

• 『共通科目のための読書案内』

• 各種講習会案内＆講義資料のWeb公開

• 附属図書館報『ライぶらり』
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『TIPS for LIBRARY 』

• 附属図書館資料やサービスのガイドシリーズ

https://library.u-gakugei.ac.jp/tips/

⑤マイライブラリを使う

⑨学外の図書館を使う④学芸大OPACを使う

⑧E-TOPIAを使う③学位論文を探す

⑦データベース②図書・雑誌を探す

⑥CiNiiを使う①附属図書館ホームページ
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『共通科目のための読書案内』

• 昭和44年度から毎年発行
– 学部学生全員が履修する共通科目の担当教員

が執筆

– ここで紹介されている本は基本的に附属図書館
で所蔵

• 平成18年度Web版に移行

https://library.u-gakugei.ac.jp/dokusho/
– 同一ページ内でOPAC検索可能
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講習会講義資料のWeb公開

• 附属図書館HPに「講習会情報ページ」を作成

各種講習会資料とお知らせを保存・公開

https://library.u-gakugei.ac.jp/seminar/seminar.html

– オリエンテーション

– 図書館ツアー

– 文献の探し方オリエンテーション

– データベース講習会

（出版者派遣インストラクターによる

電子ジャーナル講習会含む）
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附属図書館報

• 平成17年度 館報編集委員による話し合い

• 平成18年1月 館報発行要項一部改正

• 平成18年度 タイトル・デザイン変更

タイトル： 公募により決定

『図書館ニュース』から『ライぶらり』に

デザイン： 正木賢一本学准教授に依頼

内容： 実際に学生に手にとって読んでもらえる

ように
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附属図書館報『ライぶらり』デザイン
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附属図書館報『ライぶらり』抜粋
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附属図書館報配布方法

• 館内配布

• Ｗｅｂ公開（PDF）

https://library.u-gakugei.ac.jp/lbhome/newsix.html

• 学内連携による配布
– 学務課：

新入生特集号を入学時全学オリエンテーションで

– 附属学校：

教育実習特集号を各校実習オリエンテーションで
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附属図書館キャラクター

• 3つのライオンキャラクター

– 情報リテラシー担当（初代）

– 附属図書館報『ライぶらり』担当（二代目）

– 教育情報ポータルサイト「E-TOPIA」担当

（三代目）
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• 東京学芸大学ＨＰ

https://library.u-gakugei.ac.jp/

• お問合せ先

東京学芸大学 学術情報部 情報サービス課

情報リテラシー係 大谷朱美


